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報道発表資料  

2026 年 9 月 2 日 

株式会社エム・データ 

 

TV 番組・CM データの調査・分析・配信を行う株式会社エム・データ（本社：東京都港区、代表取締役社長：薄井 司、以下 エム・データ）

は、AI データクラウドを提供する Snowflake(ニューヨーク証券取引所：SNOW) のプラットフォーム上で提供中の「TV メタデータ」にお

いて、Snowflake の「Semantic View（セマンティックビュー）」に対応したデータの実装と提供をはじめました。 

 

 

第一弾として、TV メタデータのうち「金融オルタナティブデータ（※1）」から対応を開始し、テレビ放送のトレンドデータを AI が即座に

理解・活用できる「AI Ready なデータ」へと進化させました。これにより、金融機関やアナリストは、分析のために必要なデータ検索や集計

などの処理を実行する複雑なプログラム作成（SQL による構成）やデータモデリングを行うことなく、自然言語での高精度なデータ分析や、

AI エージェントによるデータ活用を、安全且つ迅速に対応できるようになります。 

TV メタデータは、経済活動や生活者インサイトの先行指標として、これまでもクオンツ運用や業績予測などの金融オルタナティブデータ

株式会社エム・データ、 

Snowflake から提供する「TV メタデータ」に

「Semantic View」対応をスタート 
 

第一弾として、TV メタデータ「金融オルタナティブデータ」を AI Ready 化 

データや指標の定義を標準化し、ハルシネーションを抑えた自然言語分析や AI エージェント利用など

「Snowflake CoWork」でのデータ活用を推進！ 
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として活用されてきました。今回の Semantic View 対応（下記参照）により、AI エージェントを用いた自律的なアルファ創出やリサーチ業

務の変革が可能になります。 

※1：TV メタデータによる「金融オルタナティブデータ」とは？：テレビ番組や TV-CM の放送実績データへ TICKER（証券コード）や法人

番号を付与して、各企業のテレビ露出量や CM 投下量を銘柄（企業）単位・企業に紐づく商品ブランド単位で集計・分析することが可能なデ

ータ。クオンツ・アルファ創出、株価の先行指標としてテレビの企業露出や CM 投下状況による株価変動シグナル検知、投資判断サポート（AI

アシスタント）、広告投資（ＣＭコスト）推定、業績推定、ネガティブ報道チェック、ホワイトペーパー・分析レポート作成、不正検知・抑止

等に活用することが可能です。 

 

AI 時代のデータ活用における「ビジネスコンテクスト理解」の壁 

AI 技術や LLM（大規模言語モデル）の進化により、企業内で AI による分析・業務自動化が急速に進んでいます。しかし、AI システムが実

際の業務で信頼性の高い成果を上げるためには、AI モデルの性能だけでなく、AI がデータを正しく解釈するための「ビジネスの文脈（コン

テクスト）の共通理解」が不可欠です。従来の生データの利用では、指標の定義や計算ロジックが手作業に依存、断片化しており、AI エージ

ェントがハルシネーション（誤った結果の生成）を起こすリスクや、事前のセマンティックモデリングに多大な時間がかかる課題がありまし

た。 

 

Semantic View 対応により「TV メタデータ」を AI Ready なデータへ 

今回の「Semantic View」対応により、エム・データが保有する膨大かつ詳細な放送内容を記録した TV メタデータのスキーマ（データの

構成や項目、文字列か数値列かなどのデータの型）、話題の回数や放送時間、TV-CM 投下量（出稿回数や出稿時間）などの集計ロジック・指

標定義を、あらかじめ標準化されたセマンティックレイヤー（データの意味や各項目に対して集計方法など定義し AI による判断を統一化さ

せる仕組み）として構築・実装しました。これにより、Snowflake のサービス（Snowflake CoWork 等）で、以下のメリットを実現します。 

 

●AI のハルシネーションを最小限に抑制 

一貫したビジネスロジックが標準化されているため、AI が誤った指標計算を行うことなく、信頼性の高い出力結果を実現します。 

 

●自然言語による高度なデータ分析を即時実現 

SQL といったデータ検索や集計などの処理を実行するプログラムなどの専門知識を持たないビジネスパーソンやファンドマネージャーで

も、普段使用する自然言語で質問するだけで即座に分析・インサイト獲得が可能です。 

 

●データ準備作業を数日から数分へ劇的短縮 

データエンジニアがパイプラインを毎回再構築する必要がなく、複雑なオルタナティブデータを即座に実践投入できます。 

 

自然言語クエリ（日常会話で AI に指示を出す機能）による即時リサーチの例： 

「過去●週間で番組内での露出時間が前週比 30%以上増えた銘柄を企業毎にリスト化して、報道内容の特徴を要約して」 

 

「先月、TV-CM 投下量が急上昇している飲料ブランドの TOP10 をリスト化して、その CM 内容のうち、商品ブランドイメージを特徴づける

要素をまとめて」 

 

※ユーザーによる多種多様な利用想定（分析パターン）を考慮した「Verified Queries（ユーザーからのプロンプトに対して意図した結果を

返すため事前に回答パターンを用意をする機能）」については、随時アップデートさせていく方針です。 
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金融オルタナティブデータとしての主なユースケース例： 

●株価先行シグナルの自動検知 

： テレビ番組での銘柄や企業の露出状況やその話題内容を AI が適宜捕捉し、株価変動シグナルとして通知。 

 

●広告投資コスト・業績推定 

： 企業毎・銘柄毎の TV-CM 出稿状況や競合比較を AI で分析し、企業の広告やプロモーションの投資成果、決算発表に先行した業績推定。 

 

●ネガティブ報道モニタリング 

： 企業報道の文脈（コンテクスト）や論調（ポジネガ）を AI が評価し、投資先のリスク管理や信用格付チェックを自動化。 

 

＊その他、金融マーケットデータなど、自社（顧客）保有データや外部データとの組み合わせでの、高度な分析も可能になります。 

 

 

今後の展望：「データを見る」から「AI が判断し、動かす」世界へ 

AI 時代に強い競争優位を生み出すのは、AI モデルそのものではなく「AI を正確に動かすデータ（AI Ready Data）」です。 

 

エム・データは、今回の「金融オルタナティブデータ」への対応を皮切りに、「小売・消費財」「外食」「広告・メディア・エンターテインメ

ント」「自治体・観光」「不動産」などの各種インダストリー向けデータ群にも Semantic View 対応を順次拡大してまいります。 

業界特化型のデータコンテクストと AI エージェントを組み合わせることで、需要予測からの発注最適化、トレンド発生時のマーケティン

グ施策立案、業務ワークフローの自動化まで、「データを見る」だけでなく「AI が判断し、業務を動かす」エコシステムの実現を支援してま

いります。 

 

 

 

 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

■株式会社エム・データが提供する「TV メタデータ」とは？ 

 株式会社エム・データでは、TV 番組や TV-CM の放送内容（実績）をテキスト化（データベース化）した「TV メタデータ」を生成してい

ます。データ生成センターでは常時 40 名前後の専属スタッフが 24 時間 365 日「いつ」「どこで」「何が」「どのように」「何秒間」放送され

たかを、オリジナルのシステムを使用しデータベース化しています。 

TV メタデータは、主に「①番組データ（番組放送内容）」「②TV-CM データ（広告出稿内容）」「③アイテムデータ（番組で紹介された商品

情報）」「④スポットデータ（番組で紹介された店・宿・観光地等の情報）」「⑤各種マスタ・辞書データ」などで構成され、ローデータ提供サ

ービスの他に、ランキングコンテンツや調査・集計・分析のレポートサービス、分析結果を基にしたコンサルティングサービスなどがありま

す。 
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■株式会社エム・データについて 

 株式会社エム・データは、テレビ放送（番組および TV-CM）の放送実績を独自にテキスト化したデータベース「TV メタデータ」を生成し

て、調査・分析・配信を行うデータプロバイダです。民放キー局（在京 5 局）等と資本提携し、業界基準の TV メタデータを構築しており、

主なサービスには、「TV メタデータ」を提供する「①データ配信サービス」、お客様のご要望に応じて調査・分析を行う「②放送実績調査サー

ビス」、放送された話題を露出・報道量で集計しランキング形式で提供する「③ランキングサービス」、ビッグデータ解析ツール「④TV Rank」

の提供を通じ、企業のマーケティング支援、コンサルティングをしています。 

「データで世の中やビジネスを面白く！」をパーパス（存在意義）として、様々な業界での課題解決にデータで貢献します。 

 

 

 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

■会社概要 

株式会社エム・データ（M Data CO.,LTD） 

    住所  ：東京都港区新橋 1-12-9 新橋プレイス 6 階 ビジネスエアポート新橋内 

    ＵＲＬ ：https://mdata.tv 

    設立  ：2006 年 1 月 23 日 

    代表者 ：代表取締役会長 関根 俊哉 

         代表取締役社長 薄井 司 

 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

■本リリースに関するお問合わせ 

株式会社エム・データ ：https://mdata.tv/contact/ 

 

https://mdata.tv/
https://mdata.tv/contact/

